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も
、「
重
要
な
事
業
で
継
続
し

て
実
施
し
て
い
き
た
い
」
と
の

答
え
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

党
議
員
団
は
、
仕
分
け
対
象

事
業
の
選
定
の
あ
り
方
を
は
じ

め
、「
削
減
・
縮
小
あ
り
き
」

の
乱
暴
な
手
法
を
厳
し
く
批
判

す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
運
動

や
要
望
で
実
現
し
た
事
業
や
有

益
で
市
民
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る

事
業
は
継
続
し
、
さ
ら
に
充
実

を
図
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
し

た
。

足
元
か
ら
突
き
崩
す
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

市
民
に
と
っ
て
大
切
な

事
業
は
継
続
・
充
実
を

　

党
議
員
団
は
、
決
算
等
審
査

特
別
委
員
会
で
、「
不
要
」「
要

改
善
」
な
ど
と
さ
れ
た
事
業
を

取
り
上
げ
、
意
義
や
目
的
、
成

果
、
実
績
な
ど
に
つ
い
て
改
め

て
質
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、

担
当
者
か
ら
は
、
仕
分
け
の
結

果
「
不
要
」
と
さ
れ
た
も
の
で

一
班
六
人
中
「
構
造
改
革
」
を

推
進
す
る
民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク

の
「
構
想
日
本
」
の
メ
ン
バ
ー

が
四
人
も
占
め
、
し
か
も
、
関

係
者
の
意
見
の
反
映
も
な
い
ま

ま
、「
要
」・「
不
要
」
な
ど
と

判
定
す
る
乱
暴
な
手
法
は
、
市

民
合
意
を
図
り
つ
つ
、
市
政
を

す
す
め
る
市
民
自
治
の
土
台
を

　

い
ま
、
鎌
倉
の
ご
み

行
政
は
岐
路
に
た
っ
て

い
ま
す
。
現
在
の
焼
却

２
施
設
（
名
越
・
今
泉
）

の
老
朽
化
が
進
む
中
、

今
後
、
持
続
可
能
な
ご

み
処
理
体
制
を
つ
く
る

に
は
、
焼
却
ご
み
を
減

ら
し
て
、
１
施
設
で
も

処
理
可
能
な
状
況
を
つ

く
る
こ
と
が
必
要
不
可

欠
な
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
泉
焼
却
施
設
は
今

後
、
停
止
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
あ
り
、
名

越
焼
却
施
設
の
改
修
は

生
ご
み
資
源
化
施
設
の

建
設
・
稼
働
が
大
前
提

で
す
が
、
こ
の
間
、
松

尾
市
長
が
生
ご
み
資
源

化
施
設
の
「
見
直
し
」

を
表
明
し
た
こ
と
か

ら
、
ご
み
行
政
が
迷
走

状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

仮
に
生
ご
み
資
源
化

施
設
は「
見
直
す
」が
、

名
越
の
延
命
化
計
画
だ

け
「
継
続
」
し
、結
局
、

現
在
の
処
理
量
以
上
の

焼
却
を
名
越
に
押
し
つ

け
る
な
ど
と
い
う
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
の
経
過

か
ら
絶
対
に
許
さ
れ
な

い
こ
と
で
す
。

ご
み
行
政
は

三
位
一
体
の
問
題

　

大
町
・
材
木

座
地
域
の
皆
さ

ん
は
、
ご
み
の

減
量
化
・
資
源

化
と
い
う
ゼ
ロ

ウ
ェ
イ
ス
ト
へ

の
方
向
（
現
在

よ
り
焼
却
量
が

減
る
こ
と
）
を

大
前
提
に
、
迷

惑
施
設
で
あ
る

焼
却
施
設
の
延

命
化
に
理
解
を
示
し
て

い
る
の
で
す
。

　

燃
や
す
ご
み
の
約
四

割
を
占
め
る
生
ご
み
を

分
別
し
、
資
源
化
施
設

の
整
備
を
行
う
、
そ
れ

で
も
残
る
焼
却
ご
み
は

名
越
施
設
の
延
命
化
を

図
り
対
応
す
る
。
こ
の

両
課
題
を
総
合
的
・
統

一
的
に
進
め
る
こ
と

が
、
環
境
に
配
慮
し
た

持
続
可
能
な
処
理
体
制

を
つ
く
る
唯
一
の
解
決

策
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

の
市
議
会
本
会
議
で
、
大
多
数

の
賛
成
で
採
択
し
ま
し
た
。「
事

業
仕
分
け
」
の
結
果
に
、
市
議

会
が
「
ノ
ー
」
の
答
え
を
出
し

た
こ
と
で
、
今
後
市
長
が
ど
う

判
断
す
る
か
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

削
減
・
縮
小
あ
り
き
の

「
事
業
仕
分
け
」

　

事
業
仕
分
け
に
は
三
〇
事
業

三
十
三
項
目
が
対
象
に
さ
れ
ま

し
た
。
大
部
分
が
市
民
生
活
に

直
結
し
た
も
の
で
、
中
で
も
健

康
福
祉
・
教
育
関
連
が
十
八
項

目
あ
り
、
そ
の
う
ち
七
項
目
が

「
不
要
」、九
項
目
が
「
要
改
善
」

と
さ
れ
ま
し
た
。

浴
場
関
係
事
業
の
他
、
夜
間
の

学
校
警
備
の
ア
ラ
ー
ム
業
務
委

託
も
「
不
要
」、
小
児
医
療
費

助
成
は
「
要
改
善
」
と
し
、
所

得
制
限
を
つ
け
る
な
ど
見
直
せ

と
し
て
い
る
の
で
す
。

　

今
回
の
事
業
仕
分
け
は
、
一

事
業
の
審
議
が
僅
か
三
〇
分
、

　
「
お
風
呂
屋
さ
ん
と
い
う
の

は
ね
、
成
り
立
た
な
い
の
に
補

助
を
出
し
て
い
る
の
は
、
お
か

し
い
で
す
よ
ね
。
コ
ン
ビ
ニ
も

そ
う
で
す
け
ど
、
や
っ
て
い
け

な
い
っ
て
い
っ
た
ら
お
店
閉
め

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。（
中
略
）

時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
で
消
え
て

い
く
ん
だ
っ
た
ら
、
そ
こ
に
補

助
金
を
出
し
て
支
え
て
い
く
の

は
少
し
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
」

　

七
月
十
日
行
わ
れ
た
松
尾
市

長
の
目
玉
事
業
の
一
つ
、「
事

業
仕
分
け
」。
公
衆
浴
場
関
係

の
事
業
仕
分
け
で
、
あ
る
仕
分

け
人
が
こ
ん
な
意
見
を
述
べ
ま

し
た
。

　

結
局
、「
高
齢
者
入
浴
助
成

券
事
業
」「
デ
イ
銭
湯
事
業
」

は
「
不
要
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
そ
れ
か
ら
わ

ず
か
一
ヶ
月
足
ら
ず
で
事
業
の

存
続
を
願
う
一
万
数
千
人
の
署

名
と
意
見
書
が
松
尾
市
長
に
届

け
ら
れ
、「
少
な
い
年
金
で
、

風
呂
の
な
い
ア
パ
ー
ト
暮
ら
し

に
と
っ
て
助
成
券
は
命
綱
で

す
」
な
ど
切
実
な
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

市
議
会
に
も
同
趣
旨
の
陳
情

が
提
出
さ
れ
、
九
月
二
十
四
日

　９月１日から24日まで９月定例会が行われました。一般質問は、小田
嶋議員が「平和行政」「武田薬品工業との環境保全に関する協定につい
て」、吉岡議員が「市民健康づくりについて」「高次脳機能障害の支援に
ついて」「産業振興について」、それぞれ市の姿勢を質しました（裏面を
ご覧ください）。

　また、最終日の本会議で、「バイオマスエネルギー回収施設整備事業
の積極的推進を求めることに関する決議」「高齢者入浴助成券事業及び
デイ銭湯事業の存続を求める陳情」は多数で、「ＵＲ（独立法人都市再
生機構）賃貸住宅の公共住宅としての継続居住者の安定に関する意見書
の提出について」は全会一致で可決しました。

鎌
倉
市
政
に
な
じ
ま
ぬ「
事
業
仕
分
け
」

教
育
・
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
を「
不
要
」

利用者に好評の銭湯寄せ（デイ銭湯事業）

赤松正博議員

高野洋一議員

名越への焼却押し付けはゆるされない
―ゴミ問題は総合的な立場でこそ―

住民自治の
根幹ゆるがす 鎌倉版「事業仕分け事業仕分け」



一般質問で積極的提案、問題点をただしました。
吉
岡
議
員
は
、
鎌
倉
市
の

漁
業
、
農
業
を
生
か
し
、

学
校
給
食
へ
の
積
極
的
推

進
、
地
元
中
小
業
者
と
の

連
携
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

鎌
倉
の
漁
業
の

発
展
・
継
続
を

　

鎌
倉
地
区
の
漁
獲
水
揚

げ
量
は
１
６
２
、４
ト
ン
、

近
隣
の
小
坪
地
区
で
１
２

８
、
０
ト
ン
、
腰
越
地
区

で
１
３
０
、
７
ト
ン
と
比

べ
て
も
多
い
量
で
す
。
種

類
は
海
藻
、
シ
ラ
ス
、
サ

ザ
エ
、タ
コ
、マ
イ
ワ
シ
、

う
る
め
い
わ
し
な
ど
で
す
。

　

腰
越
漁
港
の
改
修
は
進

ん
で
い
ま
す
が
、
鎌
倉
地

区
は
漁
港
が
な
く
、
昨
年

の
台
風
で
は
、
船
が
流
さ

れ
る
な
ど
大
き
な
被
害
に

な
り
ま
し
た
。

地
元
の
新
鮮
な
魚

や
野
菜
を
子
供
た

ち
の
給
食
に

　

学
校
は
給
食
内
容
の
充

実
に
向
け
「
食
教
育
を
推

進
す
る
上
で
、
鎌
倉
産
・

地
場
産
物
を
よ
り
活
用
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と

し
て
い
ま
す
。

　

農
業
体
験
や
地
元
の
食

　

鎌
倉
市
は
独
自
に
20
歳

か
ら
40
歳
未
満
の
歯
周
病

や
キ
ッ
ト
健
診
、
特
定
健

診
以
外
の
独
自
検
査
等
行

い
、
市
民
の
予
防
に
努
め

て
い
ま
す
。
う
喰
率
（
虫

歯
）
は
全
国
平
均
を
下
回

り
、
学
校
や
家
庭
で
の
歯

磨
き
や
食
指
導
が
功
を
奏

し
て
い
ま
す
。

長
野
な
ど
に
学
び
、

地
域
で
健
康
づ
く
り
を

　

長
野
県
は
１
人
当
た
り

の
老
人
医
療
費
は
全
国
１

最
小
で
す
。40
年
以
上
の
、

予
防
医
療
、
保
健
活
動
の

積
み
重
ね
が
結
果
と
し

て
、
健
康
で
長
生
き
、
医

平
和
行
政
の
推
進
を

　

小
田
嶋
議
員
は
、
鎌
倉
市
が

今
年
七
月
に
平
和
市
長
会
議
に

加
盟
し
て
い
た
こ
と
を
取
り
上

げ
、
市
長
の
平
和
行
政
を
推
進

す
る
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。

　

平
和
市
長
会
議
は
、
核
兵
器

廃
絶
の
実
現
の
た
め
に
、
各
国

政
府
の
政
策
を
変
え
、
核
兵
器

廃
絶
に
む
け
た
世
界
の
潮
流
を

創
り
だ
す
よ
う
、
世
界
の
都
市

が
連
帯
し
て
、
活
動
を
行
う
組

織
で
す
。

　

市
長
は
、
平
和
都
市
宣
言
を

行
っ
た
鎌
倉
市
と
し
て
も
、
核

兵
器
禁
止
と
世
界
恒
久
平
和
の

確
立
を
世
界
に
向
け
て
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
大
切
と
の
加
盟

理
由
を
述
べ
、
平
和
事
業
の
推

進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
表
明

し
ま
し
た
。

「
核
の
傘
」
か
ら
の

離
脱
、
非
核
の
日
本
を

　

八
月
六
日
の
広
島
平
和
記
念

式
典
の
平
和
宣
言
で
広
島
市
長

は
、
日
本
政
府
が
「
核
の
傘
」

か
ら
離
脱
し
て「
非
核
の
日
本
」

を
め
ざ
す
こ
と
を
表
明
す
る
こ

と
こ
そ
、「
核
兵
器
の
な
い
世

界
」
の
実
現
に
大
き
く
貢
献
す

る
と
し
て
、「
核
の
傘
」
か
ら

の
離
脱
を
政
府
に
迫
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
す
る
市
長
の
感
想

を
求
め
た
と
こ
ろ
、「
核
兵
器

の
な
い
世
界
の
実
現
に
は
時
間

が
か
か
る
問
題
で
あ
る
が
、
一

日
も
早
い
実
現
を
願
っ
て
い

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

小
田
嶋
議
員
は
、
政
府
の
姿

勢
を
変
え
る
取
り
組
み
を
訴
え

る
と
と
も
に
、「
平
和
の
鐘
」「
地

域
の
戦
跡
を
調
べ
る
平
和
学

習
」
な
ど
新
た
な
平
和
推
進
事

業
を
提
案
し
、
今
後
も
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
を
表
明
し
ま

し
た
。

住
民
の
不
安
に
応
え

安
全
が
確
認
で
き
る

協
定
締
結
を

　

八
月
、
武
田
薬
品
研
究
所
周

辺
の
鎌
倉
・
藤
沢
両
市
民
が
、

実
験
動
物
を
施
設
内
で
焼
却
処

分
せ
ず
に
、
外
部
委
託
処
理
等

を
求
め
る
署
名
を
総
計
で
約
二

万
筆
も
集
め
、
両
市
長
に
提
出

し
ま
し
た
。

　

こ
の
状
況
の
な
か
で
、
鎌
倉

市
と
武
田
薬
品
㈱
と
の
「
環
境

保
全
協
定
（
素
案
）」
に
つ
い

て
の
意
見
募
集
が
行
わ
れ
、
意

見
を
反
映
し
た
協
定
原
案
を
十

月
中
旬
に
公
開
、
一
ヶ
月
間
の

市
民
意
見
募
集
を
経
て
、
最
終

案
を
ま
と
め
て
議
会
報
告
、
来

年
二
月
に
武
田
薬
品
㈱
と
協
定

締
結
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

小
田
嶋
議
員
は
、
市
に
武
田

薬
品
㈱
に
実
験
動
物
の
外
部
委

託
処
理
を
働
き
か
け
る
姿
勢
を

堅
持
す
る
こ
と
を
強
く
要
求
す

る
と
と
も
に
、
住
民
参
加
の
も
と

安
全
を
確
認
で
き
る
「
協
議
会
」

の
設
置
を
強
く
要
求
し
ま
し
た
。

療
費
も
少
な
い
県
に
な
っ

た
い
え
ま
す
。

　

健
康
推
進
す
る
市
民
を

育
て
、
地
域
で
の
保
健
活

動
や
公
民
館
で
の
生
涯
学

習
も
盛
ん
で
、
現
役
で
働

く
高
齢
者
の
割
合
も
高
い

の
が
特
徴
で
す
。

　

長
野
県
原
村
で
は
65
歳

以
上
と
子
供
た
ち
も
15
歳

未
満
ま
で
医
療
費
無
料
化

を
長
年
続
け
て
き
ま
し
た
。

障
害
者
施
策
の
充
実
、
保

育
料
も
安
く
、
子
育
て
し

や
す
い
と
評
判
で
す
。
長

野
県
の
中
で
も　

老
人
医

療
費
が
少
な
い
村
で
す
。

市
民
の
福
祉
・
暮
ら
し
、

安
心
の
政
治
が
結
果
と
し

て
元
気
な
村
づ
く
り
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

市
長
は
小
児
医
療
費
無

料
化
制
度
や
キ
ッ
ト
健
診

を
事
業
仕
分
け
の
対
象
に

し
ま
し
た
が
、
更
に
充
実

す
る
検
討
こ
そ
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
学
校
単
位
で
保
健
師

が
中
心
と
な
り
、
健
康

づ
く
り
の
推
進
を

　

長
野
県
は
十
万
人
あ
た

り
の
保
健
師
は
58
・
５
人
、

全
国
平
均
は
34
名
、
神
奈

川
県
は
20
・
５
人
、
鎌
倉

市
は
21
名
で
す
。

　

長
野
県
に
学
び
、
保
健

師
を
増
員
し
、
健
康
推
進

委
員
を
置
く
な
ど
、
鎌
倉

市
に
あ
っ
た
健
康
づ
く
り

の
取
り
組
み
を
求
め
ま
し

た
。

　

22
年
度
予
算
案
で
市

は
、
国
の
高
校
授
業
料

無
償
化
の
実
施
に
と
も

な
い
、
就
学
困
難
な
家

庭
へ
授
業
料
相
当
額
を

給
付
す
る
市
独
自
の
制

度
（
奨
学
基
金
条
例
）

廃
止
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

党
議
員
団
は
、
廃
止

で
は
な
く
、
授
業
料
に

代
わ
る
支
援
制
度
の
維

持
を
求
め
て
他
会
派
に

働
き
か
け
、
新
た
な
就

学
支
援
制
度
を
創
設
す

る
た
め
の
予
算
案
を
修

正
計
上
さ
せ
、
こ
の
修

正
案
が
多
数
で
可
決
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

九
月
議
会
に
「
就
学

援
助
基
金
条
例
」
が
提

案
さ
れ
、
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
在
住
で
高
校
等

に
通
学
す
る
生
徒
の
保

護
者
に
、
年
間
三
万
円

を
給
付
し
ま
す
。
要
件

は
、
世
帯
全
員
の
前
年

所
得
額
の
合
計
が
生
活

保
護
基
準
額
の
一
・
二

倍
以
内
と
な
り
ま
す
。

基
準
額
の
算
定
に
は
、

世
帯
の
年
齢
構
成
・
人

数
な
ど
に
よ
っ
て
異
な

る
の
で
、
市
の
窓
口
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
申

請
受
付
は
、
十
月
〜
十

一
月
末
で
す
。
来
年
度

は
四
月
〜
六
月
末
に
な

り
ま
す
。

材
を
通
じ
、
鎌
倉
の
海
や

農
業
に
関
心
を
持
ち
、
環

境
や
食
を
大
切
に
す
る
教

育
が
大
事
で
す
。

　

給
食
に
地
元
産
を
利
用

す
る
に
は
、
流
通
や
費
用

問
題
な
ど
課
題
は
あ
り
ま

す
が
、関
係
者
が
協
同
で
、

子
供
た
ち
の
未
来
と
鎌
倉

の
商
工
業
の
振
興
を
図
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
漁
業
の
発
展
の

た
め
に
も
、
環
境
に
配
慮

し
た
鎌
倉
漁
港
の
計
画
的

整
備
に
向
け
、
努
力
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

主な議案など会派別賛否 共産党
（４人）

鎌倉
みらい
（４人）

ネット
（４人）

民主党
（３人）

公明党
（３人）

新かまくら
民主の会
（２人）

鎌無会
（３人）

無所属
（５人）

　平成21年度一般会計決算 × ○ × ○ ○ ○ ○ ○

平成21年度後期高齢者医療事業特別会計 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高齢者入浴助成券事業及びデイ銭湯事
業の存続を求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × △

ごみ焼却量を削減するために山崎浄化
センターバイオマスエネルギー回収施
設の早期建設を求める陳情

○ ○ ○ × ○ ○ × △

「ゼロ・ウエストかまくら」方針を促
進させることについての陳情
（財政負担を強いる新たなごみ処理計
画の見直しを求める）

× × × ○ × × ○ △

バイオマスエネルギー回収施設整備事
業の積極的推進を求める決議 ○ ○ ○ × ○ ○ × △

特別支援学級の増設を求める決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 ◯賛成　　　×反対　　　△一部反対　　□一部退席

吉岡和江議員
小田嶋敏浩議員

坂の下海岸の漁船

産
業
振
興
に
つ
い
て

市
民
健
康
づ
く
り

 

地
域
で
推
進
を

党
議
員
団
の
提
案
が
実
る　

高
校
な
ど
の
就
学
援
助
制
度

市役所入口前の平和都市宣言碑


